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問合わせ先
　消防大学校調査研究部
　TEL: 0422-46-1713

　消防大学校では、消防本部等における消防防災体制の
強化のための知識・技術の向上に資するために、「消防研
修」を昭和40年（1965年）10月に創刊、毎年２回発行し、
各都道府県、消防学校、消防本部等に配布しています。
　消防研修第111号では、「通信指令」をテーマに特集し
ました。
　消防本部における通信指令部門は、住民等からの119
番通報を受信し、出動隊に出動指令や必要な情報提供を
行う重要な部門となっています。
　また、緊急性の高い事案では、口頭指導の実施やドク
ターカーの要請など、その役割はますます大きくなって
います。

　さらには、近年のICTの進展により、通報者との音声
のやりとりに加え、位置情報、画像データなどの情報の
収集・分析が可能となるなど、消防指令業務の高度化も
進んでいます。
　そこで、今回の消防研修では、通信指令員に対する教
育訓練、口頭指導、指令の共同運用、119番通報の多様化、
通信指令業務における特異災害・大規模災害対応につい
て、専門家による解説や各消防本部が取り組んだ様々な
事例を掲載いたしました。
　消防研修最新号は、消防大学校ホームページにも掲載
しています。

消防研修第111号（特集：通信指令）の発行

●巻頭言 
　「消防指令業務に携わる職員に対する教育訓練について」
　消防大学校長　吉田　悦教

●「通信指令業務に求められるもの」
　京都橘大学健康科学部救急救命学科講師　北小屋　裕 

●「通信指令教育における心理学の導入」
　神戸女学院大学人間科学部心理・行動科学科准教授
　木村　昌紀 

●「通信指令業務の教育体制について」
　横浜市消防局警防部司令課　近藤　　敬
　　　　　　　　　　　　　　渡邉　泰典

●「通信指令データに基づく通信指令員の教育」
　豊田市消防本部指令課　鈴木　聖人 

●「覚知から３分間の口頭指導手順の標準化及び口頭指導技術の
　検証・評価システムの構築」
　北九州市立八幡病院　病院長　伊藤　重彦

●「さいたま市における口頭指導の現状と救命効果向上に向けて
　の取組」
　さいたま市消防局指令課副参事　我妻　孝彦

●「指導救命士による口頭指導教育の取組について　フロント
　ランナー（通信指令員）としての役割～３つの実践～
　西宮市消防局警防部指令課指令総括第１係長　西岡　明人

●「ちば消防共同指令センターの運用について」
　ちば消防共同指令センター管理班
　千葉市消防局警防部指令課　榎本　敬介

●「消防通信指令事務の共同運用について　～筑後地域消防指令
　センターの取組～」
　筑後地域消防通信指令事務協議会
　筑後地域消防指令センター主査
　久留米広域消防本部情報指令課　共同運用推進主査
　稲益　健次

●「通報制度の多様化による通信指令業務について」
　東京消防庁警防部総合指令室主任　藤野　祐三

●「119番通報の多様化への対応　～安全で安心して生活が
　できる社会基盤の構築に向けて～」
　津市消防本部通信指令課情報管理担当主幹　大東　雄一

●「特異災害における消防指令センターの対応について」
　小田原市消防本部情報司令課長　池上　浩行

●「平成30年７月豪雨の倉敷市消防局における通信指令体制と
　大規模災害時の消防通信のあり方について」
　倉敷市総務局防災危機管理室防災推進課
　（併）倉敷市消防局警防課　課長主幹　中島　活也
　倉敷市消防局警防課主幹　佐野　裕次

消防研修第111号（特集：通信指令）の主な掲載内容
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令和4年度　消防大学校 客員教授について

　消防大学校では、客員教授制度により、消防に関し特
に優れた知識及び経験を有し消防大学校における教育等
に対して顕著な協力をいただける方に対し、客員教授の
称号を授与しています。
　この度、令和4年度の客員教授名簿を作成しましたの
で、教育訓練等の講師選定の参考として紹介します。

※�　客員教授の連絡先については、消防大学校担当者ま
でお問い合わせください。
※�　客員教授への講師依頼等の事務については、依頼元
（各地域の消防学校等）が直接行い、これに係る費用は、
依頼元において御負担ください。

専門分野 氏　名 所属・職名

⑴　教育技法 山崎　洋史 仙台白百合女子大学教授

⑵　組織管理 新井　雄治 元東京消防庁消防総監

⑶　消防実務法規 秋山　　惠 元東京消防庁理事兼総務部長

⑷　予防法令運用 荒井　伸幸 元東京消防庁理事兼総務部長

⑸　予防政策 有賀　雄一郎 元東京消防庁次長

⑹　接遇、話し方技法、女性消防団活動 小澤　浩子 赤羽消防団　副団長

⑺　地域防災 瀧本　浩一 山口大学大学院創成科学研究科准教授

⑻　惨事ストレス対策 松井　豊 筑波大学名誉教授

⑼　危機管理 鈴木　洋 元横浜市消防局長

⑽　消防組織運営 城戸　秀行 元大阪市消防局長

⑾　消防活動指揮 永堀　満 元さいたま市消防局理事

⑿　危機管理 石井　隆一 元消防庁長官

問合わせ先
　消防大学校教務部
　TEL: 0422-46-1712


